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２０２０年の東京オリンピックの開催が決定し、世界的な関心が日本へ向けられている中、山形県内では各国選手団の合宿招致へ向けた取り組み、そして、海外からのチャーター便の運航など、国際交流へ向けた様々な対応が望まれております。また、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催を契機とした訪日意欲の高揚と、山形の魅力を力強くアピールする絶好の機会として、山形青年会議所の活動が今後の山形の国際化に貢献する必要があります。

まずは、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を成功へと導くために、ＬＯＭと山形大会ＣＯＣが情報共有を図り、組織力を更に高め山形ＪＣメンバーを力強く牽引していきます。そして、地域の人々が郷土の魅力を再認識し、将来、多くの方々が訪れるまちとするために、地域の方々と共に手を取り合い大会成功へ向け準備を進めるとともに、山形のまちやひとにとって有意義な大会とすべく、国際的な団体であるＪＣの特徴を活かし、訪日意欲の高揚と山形の魅力を力強く発信していきます。また、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催へ向け、これまで築きあげてきた絆を更に強固なものとし大会成功へ導くため、日本ＪＣ、東北地区協議会、山形ブロック協議会、行政、企業、関係諸団体とともに、総決起集会を開催します。さらに、国際会議を開催した実績を山形の未来へ向けた地域の活力とするために、次の世代が国際化に向け進化し続けるまちとなるよう報告書を作成します。そして、山形の魅力を世界中の方々に感じて頂くために、相互理解を深めてきた海外姉妹ＪＣとの友好的な民間交流を行い、アジアの仲間とともに世界へ向け山形の魅力を発信していきます。

山形初の大規模な国際会議となるＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会を契機とし、関係する多くの方々が国際という機会に触れ、地域と共に山形の魅力を再認識し、この山形の魅力を世界中へ向けて力強く発信し続けることで、「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。

※…山形大会ＣＯＣ（Ｃｏｎｆａｒｅｎｃｅ　Ｏｒｇａｎａｉｚｉｎｇ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）

　　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会の意
[基本テーマ]

今、花開く時。咲き誇れ、ＹＡＭＡＧＡＴＡの蕾達！！

「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」推進へ向け、この一瞬を心に刻もう！！
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